










訂正と解説

２００５年　【３】（ｃ）生成物の右側を訂正。

 

そして、生成物は、左側がエチレン二置換体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右側がエチレン四置換体なので、

　　　　　　　　　　　右側の方が主生成物になる。（熱力学支配）

２００３年　【１０】

 

立体異性は一応Ｈが手前に来るエンド体が主生成物。

　　　　　　　　　　ちょうど元の五員環ふたつが向き合う形。

　　　　　　　　　　だから、うっすら鉛筆で書いてあったものは間違い。

共鳴構造の書き方

1 原子は移動させない。（特にＨを動かしてしまいがち）

2 結合が切れるような移動はしない。

3 基本的に関わってくるのは、多重結合や芳香環のπ電子や、非共有電子対。

4 基本的にオクテット則は守る（C,O,Nなどは五本以上結合しない）。

　　　だから、２００３年【１】（a）の最初と最後の二つは間違ってます。

5 2+や 2-になってしまうものは考えなくて良い。

あとは、ニューマン投影図とヒドロホウ素化が問題になかったのでそれは注意かも。


